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35%
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避難困難者（高齢者，障害者，けが人）の

避難の手助け

サーファーのことを考慮に入れた避難計画

策定への参加

地元住民と海岸利用者との合同ワーク

ショップへの参加
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45%

40%
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脇目もふらず真っ先に逃げる

他のサーファーに声を掛ける

仲間が揃うのを待つ

地元の人に声を掛けながら逃げる

お年寄りや困っている人に手を貸す

とにかく家族と連絡を取る

津波避難に対するサーファーの意識調査と 
率先避難者としての育成支援ツールの開発 

安田誠宏・畑山満則・間瀬 肇・森 信人・島田広昭・加藤道夫・池本 藍 

設問のカテゴリ 設問数 

サーフィン活動 4 

津波情報取得 4 

避難事前行動 4 

避難時行動 5 

基本津波知識 6 

地域連携協力 6 

サーフェイス(属性） 1 

計 30 

全国のサーファー対象の津波避難意識調査 

ただ問いに答えてもらうのではなく，ひと通りアンケートに答
えることで，津波に関する基本的な知識が自然と得られ，
さらに津波避難に対する意識変化を促すことを意図した． 

サイレン認識度:45％ オレンジフラッグ認識度:28％ 

津波情報取得 

避難事前情報 ハザードマップ認識度 
見たことある:26％ 
知ってるが見たことない:32％ 
知らないし見たことない:42％ 
 

今後確認しようと思う:97％ 
 → 大きく増加 

避難時行動 他のサーファーに声を掛ける:71％ 
お年寄りに手を貸す:45% 

地域連携協力 
地元住民と協力できること 
避難困難者の避難の手助け:85％ 

サーファー向け津波防災教育ビデオの作成 

津波避難シミュレーション 振り返りを通した防災教育 

有効回答数:3000 

ワークショップ 
受講修了書 


